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　「救急の日」及び「救急医療週間」は、救急医療及び
救急業務に対する国民の正しい理解と認識を深め、救急
医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に昭和57年
に定められ、以来、毎年９月９日を「救急の日」とし、
この日を含む１週間（日曜日から土曜日まで）を「救急
医療週間」としています。（今年は、９月３日（日）か
ら９月９日（土）まででした。）この期間には、全国各
地において、消防庁、厚生労働省、都道府県、市町村、
全国消防長会、公益社団法人日本医師会、一般社団法人
日本救急医学会、その他関係機関の協力により各種行事
が開催されました。
　消防庁は、９月３日（日）にお台場「アクアアリーナ」
において「救急の日2017」のイベントを開催しました。
　９月８日（金）には、平成29年度救急功労者表彰式
を執り行い、東京都千代田区大手町のＫＫＲホテル東京
において、救急業務の推進に顕著な功績があった方々を
表彰いたしました。

救急企画室

「救急の日2017」及び「平成29年度救急功労者表彰式」
の開催

１．はじめに

２．「救急の日2017」のイベント

　オープニングステージでは、全国消防イメージキャラ
クターの「消太」に加え、日本赤十字社の公式マスコッ
トキャラクター「ハートラちゃん」、そして群馬県のマ
スコットキャラクター「ぐんまちゃん」、松戸中央ライ
オンズクラブのマスコットキャラクター「松戸さん」が
ステージでパフォーマンスを披露し、会場を盛り上げま
した。
　日本赤十字社によるイベントでは、応急手当指導員に
よる指導の下、来場した方に応急手当の体験をしていた
だきました。マスコットキャラクターのハートラちゃん
も、一緒に応急手当に参加しました。
　日本AED財団 減らせ突然死プロジェクト実行委員会
によるイベントは、心停止から救命された方に、命の大
切さをお話いただき、応急手当の重要性を学びました。
その後、子どもたちによる応急手当では、映像を見なが

全国消防イメージキャラクター「消太」

日本赤十字社によるイベントの様子

日本赤十字社の公式マスコットキャラクター「ハートラちゃん」
群馬県マスコットキャラクター「ぐんまちゃん」

松戸中央ライオンズクラブマスコットキャラクター「松戸さん」

ら胸骨圧迫を体験してもらうことで、少しでも応急手当
に興味を持ってもらうきっかけになる内容になりました。
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【参考情報】消防庁ホームページ掲載画面

「救急の日ショートムービーコンテスト」　URL
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.
html

　日本救急医学会、消防庁による救急隊・救急救命士の
活動ショートムービーコンテストでは、救急隊・救急救
命士の活動を知っていただくような２分以内の動画を広
く住民に募集しました。イベント当日、有識者による１
次審査を通過した各部門（一般・学生A・学生B）※３
作品を会場で上映し、有識者による事前投票と当日の来
場者による投票をあわせて各部門の最優秀賞を決定しま
した。
　また、審査の対象ではありませんが、消防本部から応
募をいただきました４作品も合わせて上映しました。現
場で活動する救急隊の映像は、まさに現場そのもので鬼
気迫るものがあり、来場した方に救急隊・救急救命士の
活動をより知っていただけたことと思います。
　最優秀賞・優秀賞を受賞した計９作品と消防本部から
応募をいただきました４作品は、消防庁HPの特設ペー
ジ「救急の日ショートムービーコンテスト」に掲載して
おりますので、各都道府県・消防本部におかれましては、
応急手当講習等で上映していただいたり、HPに掲載し
ていただくことで、住民の皆様に対する救急隊・救急救
命士の活動についての普及啓発に御活用ください。
※�応募資格は、学生Aは大学生・専門学校生、学生Bは高校生以下

日本AED財団 減らせ突然死プロジェクト実行委員会による
イベントの様子

救急隊・救急救命士の活動ショートムービーコンテストの審査風景

救急隊・救急救命士の活動ショートムービーコンテスト受賞者の
記念撮影の様子

ＱＲコード

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.html
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問合わせ先
　消防庁救急企画室　小久江補佐、森川専門官
　　　　　　　　　　志田事務官、中西事務官
　TEL: 03-5253-7529

総務大臣表彰の授与

消防庁長官表彰の授与

記念撮影

３．平成29年度救急功労者表彰式

４．おわりに

　表彰式は、９月８日（金）にＫＫＲホテル東京におい
て、盛大に挙行されました。来賓として、全国消防長会 
村上研一会長及び一般財団法人救急振興財団山本保博会
長に御臨席いただきました。
　受賞者の皆様は、永年にわたり、救急隊員の教育・指
導、救急患者の積極的な受け入れ、応急手当の普及啓発
推進などに御尽力され、各地域の救急医療や救急業務を
支えてきた方々であり、総務大臣表彰14個人・１団体、
消防庁長官表彰17個人が受賞し、野田聖子総務大臣及
び稲山博司消防庁長官から表彰状及び記念品が授与され
ました。

平成29年度救急功労者表彰受賞者
（五十音順・敬称略）

総務大臣表彰
○個人表彰

・池
い け だ

田　倫
み ち こ

子（福岡県推薦）	 ・石
い し い

井　史
ふ み こ

子（岡山県推薦）

・上
うえたに

谷　良
よしゆき

行（兵庫県推薦） 	 ・上
う え の は ら

之原　広
ひ ろ し

司（宮城県推薦）

・丸
がんどう

藤　哲
さとし

（北海道推薦）	 ・北
きたがわ

川　喜
よ し み

己（愛知県推薦）

・北
きたむら

村　誠
まこと

（京都府推薦）	 ・定
さだみつ

光　大
だいかい

海（大阪府推薦）

・清
し み ず

水　幹
み き お

夫（長野県推薦） 	 ・瀬
せ な み

浪　正
ま さ き

樹（広島県推薦）

・髙
たかはし

橋　毅
たけし

（熊本県推薦）	 ・谷
たにざき

崎　義
よ し お

生（群馬県推薦）

・中
なかざわ

澤　良
よしひで

英（山梨県推薦）	 ・松
まつばら

原　康
やすひろ

博（島根県推薦）

○団体表彰

・埼
さ い た ま い か だ い が く そ う ご う い り ょ う

玉医科大学総合医療センター（埼玉県推薦）

消防庁長官表彰
○個人表彰

・石
いしはら

原　武
た け し

志（島根県推薦）	 ・笠
かさはら

原　米
よねかず

和（滋賀県推薦）

・鎌
か ま だ

田　正
ただし

（鳥取県推薦） 	 ・小
こ す げ

菅　優
ゆ う き

喜（群馬県推薦）

・小
こばやし

林　一
かずひろ

広（東京都推薦）	 ・小
こばやし

林　浩
こ う た ろ う

太郎（兵庫県推薦）

・小
こ や ま

山　光
みつはる

晴（愛知県推薦）	 ・須
す が い

貝　衛
え い じ

治（新潟県推薦）

・須
す ど う

藤　和
かずよし

義（千葉県推薦）	 ・田
た な か

中　信
しんいち

一（神奈川県推薦）

・西
にしかわ

川　憲
け ん し

志（鹿児島県推薦）	 ・畠
はたけやま

山　操
みさお

（秋田県推薦）

・浜
は ま の

野　武
た け し

志（石川県推薦）	 ・町
ま ち だ

田　哲
て つ お

男（栃木県推薦）

・守
も り や

谷　宏
こ う た ろ う

太郎（岡山県推薦）	 ・横
よ こ た

田　輝
て る お

夫（京都府推薦）

・好
よしかわ

川　和
かずひこ

彦（大阪府推薦）

　消防庁では、「救急の日」及び「救急医療週間」を通
じて都道府県や市町村、関係機関等と連携し、救急医療
及び救急業務に対する国民の正しい理解と認識を深めて
いくとともに、各種広報媒体を有効に活用するなど、救急
業務のより一層の充実強化を図っていきたいと思います。


